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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
石田 晃太

高水準のセキュリティを、すべての人が得られる社会に。
国産によるサイバー防衛力の向上は、日本の経済安全保障の観点から、また企業の危機管理投資の視点からも最重
要テーマです。網屋は、セキュリティ関連の自社ソフトやサービス開発に強みをもった“日本発のサイバーセキュ
リティ総合プロバイダ”です。独自開発の「AI攻撃検知技術」「クラウドネットワーク仮想化技術」を駆使して、
次世代型のサイバーネットワーク網で安全を供給します。
日本のセキュリティ開発技術を証明するべく、直近の利益を追求せず、拡大する将来を見据えた投資を継続。
生成AIを積極活用し、社員の働き甲斐と豊かさを真剣に考える経営を継続します。

2028年に100億円の売上高達成と年率25％の成長を継続 ・ストック収益の積み上げ強化
・これまでリーチできていない顧客の開拓
・競合他社に勝つ製品機能強化および新機能開発
・人材確保および人材育成
・管理部門の高効率化国産カンタンSIEM製品 ALog

〇本社所在地：東京都中央区

〇事業概要：サイバーセキュリティ/ネッ

トワーク製品の自社開発メーカー

〇常時使用する従業員：183名

（2025年12月時点）

〇現在の売上高：56億円

（ 2025年12月期）

〇法人番号：8010001036654

〇Web：https://www.amiya.co.jp/

株式会社網屋（情報通信業）

・資本業務提携先との協業プロジェクトチームの立ち上げ
・認証取得チームの強化（26年内目標）
・社長直轄でのM&Aチームの強化
・CAIOが主導する生成AI活用チームの立ち上げ

・資本業務提携先との協業強化による顧客開拓スピードの強化
・ISMAP取得等、国産サイバーセキュリティ標準準拠による新規
ターゲット開拓
・サイバーセキュリティ企業のM&Aによる製品・サービス・顧客
シナジー強化
・生成AIの活用による、エンジニア不足でも売上を伸ばせる仕組
みの確立とサービス即応性の強化
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